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以前ある面接官に、＜今のあなたに

足りないところがあるとすればどう

いった所ですか？＞と聞かれて、たく

さん思い浮かびつつも「自分の考えや

気持ちを表現してちゃんと人に伝える

ことです。」と答えた覚えがある。未

だにこれは私にとって難しいことであ

るし、また人にとってコミュニケー

ションをはかる上での大切なプロセス

のひとつであると感じている。 

 

伝えるためには、まず自分がどんな

ことを考え、感じているかをとらえて

いることが重要になってくるが、ここ

ではすでに表現したい・伝えたい内容

がはっきりしている場合について述べ

てみようと思う。 

 

目で訴えたり、態度で気持ちを表し

てもうまく伝わらなかった経験はない

だろうか？考えや気持ちをわざわざ言

わなくてもわかって欲しいと思うのは

人情、確かに伝わる場合もあると思

う。けれども確実にどうしても伝えた

いことは、はっきりと言葉にしないと

ちゃんと伝わらない。言葉でも伝わり

きらないこともあるだろうが、まず素

直に言うことでそれを取っ掛かりにし

て相手に通じる可能性が広がる。 

 

「伝わる」ということには自分の伝

える行為と相手の受け取る行為の両方

がかかわっている。どんなに的確に表

現したとしても、相手の心の中でどう

受け取って理解されるかは相手の自由

であり、伝えていることをそのまま受

け取るかどうかは不明である。人の心

の中は見えないのである。だからこ

そ、正確に伝わったかどうかを相手の

反応で確認する必要がある。うまく伝

わっていないなと感じたら、そのまま

やりとりを続けたらいいし、伝えたい

ことが複雑だったり抽象的な話をする

場合はかなりのやりとりをしないと正

確に分かり合えないだろうと思われ

る。むしろ、コミュニケーションにお

いて、誤解やズレは当たり前と思って

いた方が現実的かもしれない。それを

調整したりわかり合おうとしたりする

のが、労力がいることではあるがコ

ミュニケーションの醍醐味でもある

し、わかり合えるチャンスが増え、よ

り豊かな人間関係がつくられるのでは

ないかと思う。 

 
 
 


